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菅改造内閣は消費税税率アップを掲げ、それを断行するために比例区の定数削減を行おうとしています。「まず国会議員が血を流せ」（藤井裕久官房副長官）と言いながら、狙っているのは、米・財界中心型の悪政に反対する議員の排除であり、世論を無視した強権政治の確立です。待っているのは、際限のない増税、農林水産業に壊滅的打撃を与えるＴＰＰ推進などです。 しかし一方で、埼玉土建が６万を超える「比例定数削減反対」の署名を集めるなど、各地で急速にたたかいが広がっています。通常国会は正念場です。比例定数削減阻止・民意を反映する選挙制度確立のたたかいを、消費税、ＴＰＰ、春闘などの課題としっかり結合し、世論と運動を飛躍的に広げることが求められています。�





埼玉土建労組は、民主党が衆議院の比例定数削減を進め、本格的な二大政党制をめざしている、として一二月に「衆議院比例定数削減反対要請署名」を開始、同月中に、五六、六四五筆を集約、その後も引き続き署名を増やし、一月一〇日には標記の署名数を数えています。(埼玉憲法会議ニュースより)





比例定数削減反対


民意反映の選挙制度を！


　　　当面の行動


○１月２４日１４時～


　・５・３院内集会


　・第１　多目的ホール


○１月２８日１２時～


街頭宣伝行動・新宿西口


○２月１７日　１４時～


学習決起集会・署名集約


　・第２　多目的会議室





宮城憲法会議など一一団体で構成する比例定数削減を許さない宮城連絡会（準備会）は、六日、国会議員事務所など一三か所を訪問、比例定数削減に反対する要請書を手渡しました。公明党・日本共産党・社民党は比例削減に反対と明言、民主党には絶対に反対である旨、要請しました。（宮城・小野寺義象さん）











一月一三日、春の憲法講座が開講しました。第一講義・「比例定数削減と議会制民主主義」を独協大学の右崎正博さんが担当、二時間の講義の後、参加者の質問に丁寧に答えました。ある参加者は感想文に「まともな国会の機能を失わせる企みを、多くの人の『この国のあり方』への願いに混ぜ合わせて語っていきたい」と決意を書き込みました。
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Tel 03-3261-9007
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